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、
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時
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多
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、
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、
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感
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選

。

香

鼻

通
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、

精
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専
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家
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、

熱

体
調
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理

使
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。

代
表
的

紹
介

。

世
界
中

使
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能
精
油。

心

体
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緩
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嫌
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独
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気

、
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調
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症
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有
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熱
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ど
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が
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を
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を
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シ
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を
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と

い
で
し
ょ
う

ま
た

が
あ
る

な
ど

が

い
と
き
に
は

に

わ
な
い
ほ
う
が

で
す

こ
こ
で

な
も
の
を

し
ま
す

･･･
で

わ
れ
る

と

の

に

こ
り

ス
ト
レ
ス

な
ど

･･･

り
の

と

ば
れ
る

な

の
ひ
と

つ

や

の

な
ど

･･･

に

が
あ
り

の
バ
ラ
ン
ス
を

ホ
ル
モ
ン
の

イ

ラ
イ
ラ
や

う
つ
な
ど
の

を

め
る

･･･

り
の

ハ

ブ
と
し
て

と
と
も
に

を

や

な
ど
の

に
よ
る

れ

や

の

の

な
ど

･･･

ま
れ
て
も

す
ぐ

ち

る
こ
と
か
ら

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

と

え

ら
れ
て
い
る

こ
り

や

の

や

を

ら
げ
る
な
ど

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ
イ
ル
を
ア

ロ
マ
ポ
ッ
ト
か
ア
ロ
マ
ラ
イ
ト
を

し

し
て

に

い
を

す
る

が

あ
り
ま
す

ま
た

お

を
た
い
た
り

ア

ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
を

と
も
す
の
も
や
さ
し

い

で
す

さ
ら
に

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
オ

イ
ル
を

し
た
マ
ッ
サ

ジ
や

ア
ロ
マ

ハ

ブ
を

し

た
テ
ィ

ガ

デ
ニ
ン

グ
な
ど

し
み

も
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す

の

と

を

し

で

な

ら
し
が

れ
る
よ
う

し
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

21 10 10

町税務課 使用 封筒 広告主 募集 ！で する の を します
町 、行財政改革推進計画 規定 自主財源確保 有効資源活用 一 、町広報紙

等 有料広告 掲載 実施 。
今回 、平成 年 月以降 税務課 使用 納税通知書用 封筒 掲載 広告 募集 。
納税通知書 町内 世帯（一部町外者 含 ） 広 送付 、ＰＲ効果 絶大 。 機会 、

活用 。

町・県民税、固定資産税、軽自動車税及 国民健康保険税
種類 合計 枚 納税通知書 封筒

広告 掲載 。広告料 枠 円
。（最大 枠募集 。）

①町・県民税用封筒 （ 枚）……来年 月発送
②固定資産税用封筒 （ 枚）……来年 月発送
③軽自動車税用封筒 （ 枚）……来年 月発送
④国民健康保険税用封筒（ 枚）……来年 月発送

封筒裏面 町 指定 位置 枠設置 、 広告
枠 大 縦 ㎜、横 ㎜ 。

企画財政課 備 付 申込書 必要事項 記入 、企
画財政課広報広聴係 応募願 。 、申込書 町 ー

ー ー 。
（ ）

月 日（水）～ 日（金）

印刷物 、黒色 町 指定 色 一色刷
。広告物 版下・ 等 製作 申込者 負担

。申 込 際 完全 電子 ー 提出願
。枠内左上 「広告」 表示（ 体、文字

） 必 入 。

申 込 広告 内容 審査 、掲載 可否
通知 。公 秩序 善良 風俗 反
掲載 妥当 町長 認 拒否

。 申 込 多数 場合 抽選 決定 。
企画財政課

では に されている のための の つとして
への の を しています

は に で する の に する を します
は の を む に く されますので は です この に

ぜひご ください

び
の で の の すべてに

が されます は となりま
す します

の が する に し つの
の きさは とする

に え けの に を し
へ います また は ホ

ムペ ジからもダウンロ ドできます

は または の する の りとなり
ます の デザイン の は の と
なります し みの は な デ タで いま
す に の ゴシック サイズ
ポイント を ず れてください

し みされた の を のうえ の を
します の または な に するものなど
することが でないと が めるものは され

ます また し み の は により します
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年 ー ー 間違 英語 「 」

。 日本 政権交代 。

、自分 「変化」 年 。

今年 月 僕 生涯学習課 異動 、那珂

川町 来 初 学校訪問 。生涯

学習課 正職員 年目 僕 、学校訪問 取

得 行政事務 覚 初心

戻 。本年度 教育委員会 小川庁舎 移

、僕 仕事内容 職場 場所 変

。

、 年間住 馬頭地区内 集合住宅

離 、今年 夏 小川地区内 建 ー 引

越 、生活 ー 大 変 。

歳 僕 「完璧主義」 。要 、自

分 完全 支配 、新 入 者

意見 僕 ー 順応 。

、 歳 秋 僕 自分 成長 離 、

日本 住 始 。 時 、僕 新 ー

覚 、対応 得 。 年後
今年 、生活環境 一気 変 、毎日 失敗 連

続 。職場 同僚 近所 方々 大変迷惑
。今 生活拠点 馬頭地区

、学校訪問、 ー ー
第九 歌 会以外 小川地区 過 機会 少

、 変化 僕 、 、別 角度
那珂川町 見 。

様々 新 得 、最
大切 取得 順応性 。 体操
同 。少々痛 、
。不慣 体験 僕 宿命 知
。

新 職場 住居 、那珂川町 更 一度見
直 。 、今回 再発見 町 中
、心 中 。

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村

小
川

伝

話

。

壇

浦

戦

敗

平
家

落
人

山
深

日
向

地、

椎
葉

里

逃

住

。
、

源
頼
朝
公

与
一

平
家
残

党

追
討

命

。

、

与
一

時、

病

患

、

代

弟

大
八
郎
宗
久

追
討

出

。

宗
久

百
名
近

兵

授

、

山

山

峰

越

椎
葉

村

着

。

宗
久

見

、

老

人

子
供、

炊
事

白

煙

立

昇
、

戦

考

長
閑

光
景

。

宗
久
、「

私

鎌
倉

命
令
、

落
人

前
達

討

参

那
須
大
八
郎
宗
久

申

」

言

相
手

長
、

平
雅
光

名

「

私
共

地

来

刀

握

手

持

替

、

貧

百
姓

」

頭

下

宗
久

哀

思
、

刀

。

時、

傍

女
性

気

雅
光

「

女
性
、

壇

浦

死

平
家
武
将

娘

鶴
富
姫

申

」

紹
介、

宗
久

姫

視
線

向

涼

目
京
風

雅

物
腰

宗
久

恋
心

芽
生

。

宗
久

考

、

鎌
倉

、

椎
葉

平
家
残
党

討

果

、

兵

数
人

残

返

、

、

私

今

留

旨

書
状

書

。

後、

間

三
年

歳
月

流

日、

頼
朝
公

「

宗
久

働

見
事

。

恩
賞

取

。

急

鎌
倉

戻

」

書
状

届

。

悲

別

迎

時、

鶴
富
姫

身

。

宗
久
、「

生

子

男
児

、

刀

持

那
須

来

、

女
児

必
要

」

墨
付

刀

姫

与

椎

葉
村

後

。

生

子

女
児

、

後、

婿

迎
、

那
須

姓

名
乗

。今

椎
葉
村

那
須

姓

多

。文
化
財
愛
護
会
会
員

福
嶋

正

なかがわ

のキ ワ ドは いなく の

です アメリカでも でも となりました

そして にとっても の となりました

の から は へ となり

に て めて をしなくなりました

で になって の は で

できなかった のやりかたを えるため

に りました から は に っ

たので の だけでなく の も わり

ました

さらに んでいた の を

れ の に に てたマイホ ムに っ

したため のパタ ンも きく わりました

までの は でした するに

のなわばりを に し たに ってきた と

の を のル ルに させてもらいました しか

し の に は の のためアメリカを れ

に み めました その から は しいル

ルを え せざるを なくなりました
の も が に わり が の
です の にも の にも をか

けています までの が にあったこ
ともあり ホ ムステイウイ クエンドと

を う は で ごす が なかっ
たですが この のおかげで は また な
から を ることができるようになりました

な しいスキルを ることもできますが も
に できるのは です ストレッチ と

じようなものです いですが ためになりま
す れなことを するのは の かも れま
せん

しい と から を にもう
しています しかし の は の ではな
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に
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に
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が
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わ
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に
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ど
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ど
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を
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が
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を
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が
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第 話13 「変化」

Change

４

８

今 年前、自宅 遊 来 子 達から に びに た ども といっしょに18

い
く
さ

の
ど
か

お
さ

椎葉平家 「大和絵巻武者行列」
写真提供 椎葉村役場

まつり


